
( 1 )第 5 3号 よだ館物博古
し
し

Ａ
Ｈ
ロ 平成 19年 3月 27日

チカラシバ P切72is″″初冴?夕c″″,ルs(2005.11.12撮 影)

能
古
島
の
環
境
変
！化

□

能
古
島
の
植
物
と
自
然
環
境

こ
れ
ま
で
能
古
島
に
生
育
す
る
植
物

の
な
か
で
す
で
に
記
録
に
載

っ
て
い
る

も
の
と
、

今
回
私
た
ち
が
調
査
に
よ

っ

て
確
認
し
た
植
物
を
合
計
す
る
と
六
〇

五
種

（亜
種

・
変
種
を
含
む
）
に
及
ぶ

植
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
生

育
す
る
植
物
が
約
七
〇
〇
〇
種
と
い
う

こ
と
を
考
え

る
と
約

１
／

１２
に
あ
た

り
、

面
積
が
せ
ま

い
こ
の
島
に
、

い
か

に
多
く
の
植
物
が
生
育
し
て
い
る
か
と

い
う
事
が
分
か
り
ま
す
。

島
と

い
う
限

ら
れ
た
環
境
に
こ
の
よ
う
に
多
く
の
植

物
が
生
育
し
て
い
る
の
は
、

能
古
島
が

豊
か
な
自
然
環
境
に
覆
わ
れ
て
い
る
か

ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
”
自
然
“
と

い

う
と
、

人
の
手
の
入
ら
な

い
原
生
的
な

環
境
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「思
索

の
森
」

の
よ
う
な
発
達
し
た
照

菓
樹
の
森
、

人
の
管
理
に
よ

っ
て
成
立

し
て
い
る
田
畑

・
果
籾
園
と
そ
の
周
辺

の
里
山
、

そ
し
て
人
の
影
響
を
最
も
強

く
受
け

て
い
る
人
家
周
辺

や
路
傍
な

ど
、

様
々
な
環
境
が
能
古
島
に
は
混
在

し
て
お
り
植
物
に
と

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
に
適
応
し
た
か
け
が
え

の
な

い
住

処
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
フ」
の
島

に

生
育
し
て
い
る
植
物
に
つ
い
て
大
き
く

分
け
て
考
え
て
み
る
と
、

海
岸
性
の
種
、

山
地
性
の
種
、

里
山
の
種
、

湿
地
性
の
種

と
四
つ
の
環
境
に
依
存
し
て
生
育
す
る

種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

こ
こ
で
は
、

環
境

ご
と
に
そ
の

特
徴
と
出
現
す
る
植
物
に
つ
い
て
述

べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
岸海

岸
は
海
風
を
強
く
受
け
る
た
め
に

高
木
が
発
達
し
に
く
く
、

多
く
の
種
に

と

っ
て
生
育
は
限
ら
れ
、

耐
塩
性
の
あ

る
植
物
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
島
は
、

最
高
標
高
も

一
九
五

ｍ
と

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、

全
域
に
渡

っ
て
福
岡
県
本
上
の
沿
海
地
に
生
育
す

る
種
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

春
先
の
山

菜
に

「ツ
ワ
」
と
称
し
て
好
ま
れ
る
ツ

ワ
ブ
キ
は
そ
の
最
た
る
例
で
、

島
の
全

域
に
渡

っ
て
道
路
沿
い
の
林
縁
か
ら
照
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葉
樹
林
内
ま
で
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

海
岸
近
く
に
の
み
生
育
し
て
い
る
種
と
し

て
は
、

砂
浜
に
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
や
コ
ウ
ボ
ツ
シ
バ
、

ツ
ル
ナ
、

ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
、

崖
や
岩
場
に
は
タ

イ
ト
ゴ
メ
、　

ハ
マ
ボ

ッ
ス
、

オ

ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

島
に
近

い
博
多
湾
沿
岸

の
都
心
部

周
辺
で
は
、

埋
め
立
て
等
に
よ
り
自
然
植
生
が
消
滅

し
て
い
る
た
め
、
ラ」
の
よ
う
な
普
通
種
で
あ

っ
て
も
、

多
く
の
海
浜
植
物
が
残

っ
て
い
る
能
古
島

の
環
境
は

福
岡
県
で
も
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

山
地前

述

の
通
り
、

福
岡
県
本
上
、

海
岸
近
く
の
低
地

に
生
育
す
る
植
物
を
能
古
島

で
は
全
域
に
渡

っ
て
、

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
上
で
は
比
較
的

標
高
の
高

い
地
域
に
生
育
す
る
植
物
も
ま
た
こ
の
島

で
少
数
な
が
ら
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ヌ
ガ
シ
、

コ

バ
ノ
チ

ョ
ウ
セ
ン
エ
ノ
キ
、

サ
ラ
シ
ナ
シ

ョ
ウ

マ
、

シ
ハ
イ
ス
ミ
レ
、

ヤ
マ
ネ

コ
ノ
メ
ソ
ウ
な
ど
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
植
物
の

一
部
に
は
人
為

的
な
持
ち
込
み
や
本
土
か
ら
の
風
や
鳥
の
種
子
散
布

に
よ

っ
て
能
古
島
に
根
を
下
ろ
し
た
と
は
考
え
に
く

い
種
も
あ
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
来
歴
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

遠

い
昔
、

能
古
島
が
九
州
本
土
と
陸
続

き
だ

っ
た
頃
か
ら
、

遺
存
的
に
生
育
し
て
い
る
種
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
上
で
は
山
地

に
分
布
す
る
植
物
で
も
能
古
島
に
は
、

生
育
可
能
な

環
境
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

里
山
環
境

里
山
環
境
と

一
口
に
言

っ
て
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る

環
境
は
様
々
で
す
が
、

こ
こ
で
は
雑
木
林
や
草
地
な

ど
の
、

人
に
よ

っ
て
管
理

・
維
持
さ
れ
て
い
る
環
境

に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

定
期
的
に
草
刈
り
が
行
わ
れ

る
林
縁
や
果
樹
園
な
ど
の
環
境
は
、

光
が
よ
く
射
し

込
み
、

多
く
の
種
類

の
植
物
が
生
育
す
る
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
実
、

今
回
多
く
の
種
が
出
現
し
た

林
縁
や
呆
樹
園
の
道
路
沿
い
で
は
長
さ

一
〇
Ｏ

ｍ
×

幅
四

ｍ
の
範
囲
に

一
〇
〇
種
以
上
も
の
植
物
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

林
縁
な
ど
の
環
境
は
道
路
沿
い
な
ど

広
く
島
内
に
存
在
す
る
た
め
、

そ
こ
に
出
現
す
る
植

物
の
多
く
も
ま
た
島
内
全
域
に
渡

っ
て
分
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

林
縁
と
同
様
に
、

島
の
南
部
に
は
ナ

ラ
ガ
シ
ワ
や
ク
ヌ
ギ
を
主
体
と
す
る
雑
木
林
が
存
在

し
、

照
葉
樹
林
と
違

っ
て
冬
季
で
も
林
内
の
明
る
い

環
境
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
で
は
ム
ラ
サ

キ
ケ

マ
ン
、

シ
ヤ
ク
、

ア
オ

ハ
コ
ベ
な
ど
春
先
に
開

花
す
る
植
物
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、

か
つ
て
主
に
薪
炭
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た

雑
木
林
は
、

近
年
そ
の
放
棄
が
進
み
、

林
床
は
暗
く

な
り
荒
廃
の

一
途
を
辿

っ
て
い
ま
す
。

湿
地
環
境

（た
め
池
、

水
田
）

湿
地
と
は
湿
り
気
を
帯

び
た
土
地

の
こ
と
を
指

し
、

そ
こ
に
は
低
酸
素
状
態
、

水
分
過
多
な
ど
特
定

の
環
境
に
耐
え
う
る
特
殊
な
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

す
。

能
古
島

の
上
媛
は
全
体
的
に
み
る
と
、

や
や
水

不
足
の
島
と
い
う
環
境
で
す
が
、

小
規
模
な
が
ら
も

た
め
池
や
水
田
な
ど
、

昔
か
ら
の
稲
作
に
よ

っ
て
成

り
立

っ
て
い
る
湿
地
が
南
部
に
比
較
的
ま
と
ま

っ
て

分
布
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
休
耕
田
に
は

ミ
ク
リ
、

ハ
ッ
カ
、

た
め
池
で
は

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、

ヒ
メ
ホ
タ
ル
イ
、

マ
ツ
バ
イ
、

ヒ
ル
ム
シ
ロ
の

一
種
、

ミ
ゾ

コ
ウ
ジ

ュ
、

沿
海
地
の
湿
地
で
は
コ
ウ
キ
ヤ
ガ

ラ
、

フ
ト
イ
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ロ
バ
ナ
サ
ク

ラ
タ
デ
の
よ
う
に
複
数
の
湿
地
環
境
に
広
く
生
育
し

て
い
る
種
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
列
挙
し
た
植
物

種
の
ほ
と
ん
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
限
ら
れ
た
湿
地
の

み
で
確
認
さ
れ
た
種
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

能

古
島
に
お
い
て
は
あ
る
特
定
の
湿
地
の
み
の
重
要
性

か
ら
保
全
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、

種
構
成

の
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
湿
地
全
て
が
、

重
要
で
あ
る

と

い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

植
物
相

調
査
担
当

¨
田
金
秀

一
郎
、

遠
山
弘
法

※
次
回
は
「能
古
島
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
植
物
」
で
す
。

メハジキ 乙夕θ″″/″SJル″/た″J

道端や林縁、車地に生える多年

車。葉は深く切れ込みがあり葉

のつけねに淡紅紫色の花を数個

ずつつける (20051112撮 影)
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〈南
冥
と
田
能
村
竹
田

（
一
）
の
あ
ら
す
じ
〉

田
能
村
竹
田
は
、

亀
井
南
冥
を
百
道
に
訪
ね
た

時
の
こ
と
を
、

「竹
田
荘
師
友
画
録
」
に
書
き
と
め

て
い
る
。

竹
国
は
豊
後
竹
日
の
儒
医
の
家
に
生
ま

れ
た
。
と
こ
ろ
が
医
師
に
は
不
向
き
で
あ

っ
た
と

み
え
、

学
問
の
道
に
す
す
み
、

『豊
後
国
志
』
の
編

纂
に
た
ず
さ
わ
る
が
、

藩
の
覇
絆
を
脱
し
て
風
流

三
昧
に
生
き
よ
う
と
志
し
、

眼
疾
を
理
由
に
京
都

に
遊
学
。

そ
れ
か
ら
六
年
を
経
て
文
化
八
年
、

竹

田
は
再
び
上
京
。

頼
山
陽
、

雲
華
止
人
ら
と
半
生

知
己
の
交
わ
り
を
結
ぶ
。

そ
の
当
時
、

山
陽
は
京

で
私
塾
を
開

い
て
い
た
が
、

青
年
の
時
の
放
蕩
が

京
で
も
噂
の
種
と
な
り
、

鬱
々
と
く
ら
し
て
い
た
。

そ
こ
に
舞

い
込
ん
で
き
た
の
が
、

肥
前
の
車
場
侃

川
か
ら
の
手
紙
で
、

古
賀
精
里
に
従

っ
て
対
馬

ヘ

朝
鮮
使
節
の
応
接
に
出
向
く
と

い
う
の
が
、

そ
の

内
容
だ

っ
た
。

古
賀
精
里
は
寛
政
異
学
の
禁
の
立
役
者
の

一
人
で

あ
る
。

頼
春
水
、

山
陽

の
叔
父
の
尾
藤
二
洲
と
は
、

知
友
の
間
柄
で
あ
り
、

そ
の
と
き
も
な
お
、

朱
子
学

の
徒
と
し
て
、

幕
府
の
学
政
を
と
り
し
き

っ
て
い
た
。

侃
川
の
手
紙
を
み
て
、

さ

っ
そ
く
山
陽
は
尾
藤
二

洲
を
と
お
し
て
、

自
分
も
対
馬

へ
随
従
さ
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
、

精
里
に
願

い
出
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の

願
い
出
は
、

精
里
に
よ

っ
て
に
べ
も
な
く
退
け
ら
れ

た
。

そ
の
間
の
消
息
に
つ
い
て
は
、

そ
の
お
り
、

精

里
が
息
子
の
穀
堂
に
あ
た
え
た
二
通
の
書
状
が
今
日

の
こ
っ
て
い
て
、

そ
の
中
に
つ
ぶ
さ
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

実
は
、

精
里
が
山
陽
の
願

い
を
退
け
た
理
由

に
、

南
冥

・
昭
陽
父
子
の
行
状
が
か
ら
ん
で
い
た
。

頼
久
太
郎

（山
陽
）
、

拙
者
の
供
に
て
、

対
馬
に

罷
り
越
し
度
き
の
儀
、

良
佐

（尾
藤
二
洲
）
迄
、

頼
み
越
し
申
し
候
。

然
る
処
、

此
の
者
の
放
心
、

能
く
調

い
た
る
と
、

父
弟
ど
も
申
せ
し
儀
に
候

え
ど
も
、

其

の
著
述
等

の
沙
汰
承
わ
り
候
処
、

一
向

に
外
馳

い
た
し
候
て
、

悔
懲
内
省

の
心
、

絶
え
て
相

い
見
え
ざ
る
候
。

則
ち
亀
井
父
子
の

所
為
に
も
格
別
異
な
ら
ず
候
。

依
り
て
相

い
断

り
申
し
候
。

久
太
郎

の
儀
、

君
父
に
対
し
、

無
故
大
謬
妄
。

其
の
上
、

今
に
新
設
に
悔
悟
の
様
子
之
れ
無
く
、

人
の
才
を
愛
す
る
も
、

程
の
知
れ
た
る
事
。

是

れ
等
と
亀
井
等
の
如
き
は
、

名
教
の
罪
人
と
も

申
し
候
。

故
に
縦
令
驚
天
動
地
の
名
文
、

之
れ

有
り
候
う
て
も
、

甚
だ
掛
酌

い
た
し
か
ね
候
う

儀
に
候
。

ま

こ
と
に
痛
烈
な
弾
劾

で
あ
る
。

亀
井
父
子
は
、

頼
山
陽
と
も
ど
も
に
、

名
教
の
罪
人
と
し
て
断
罪
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
賀
精
里
が
い
か
に
腐
儒
で

あ

っ
た
か
が
、

こ
の
書
状

一
事
を
も

っ
て
知
れ
よ
う

と
い
う
も
の
だ
。

寛
政
異
学
の
禁
が
発
せ
ら
れ
て
、

す
で
に
十
八
年

の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一象
然

と
九
州
の

一
角
に
あ

っ
て
、

古
学
を
横
守
し
て
ゆ
ず

ら
な

い
亀
井
南
冥
、

昭
陽
に
た
い
し
て
、

名
教
の
徒

が
く
だ
し
た
鉄
槌
が
、

こ
れ
で
あ

っ
た
。

古
賀
精
里
が
穀
堂
に
宛
た
書
状
は
、

父
が
子
に
む

け
て
の
誠
の
意
味
を
含
む
だ
け
に
、

私
的
な
性
格
を

も

つ
書
状
と
い
う
枠
を
は
る
か
に
越
え
た
性
格
の
も

の
で
あ

っ
た
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、

私
的
な
書
状
で

あ
る
こ
と
が
、

か
え

っ
て
公
人
精
里
の
偽
ら
ぬ
本
音

を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。

か
く
見
れ
ば
、

権
力
の
側
に
あ

っ
て
、

朱
子
学
を

遵
守
す
る
こ
と
に
、　

一
点
の
疑

い
も
さ
し
は
さ
ま
ず

に
き
た
名
教
の
徒

の
冷
眼
に
、

な
お
そ
の
と
き
の
亀

井
南
冥
父
子
、

そ
れ
に
頼
山
陽
が
さ
ら
さ
れ
て
い
た

だ
け
で
な
く
、

そ
の
徒
輩
の
監
視
を
受
け
つ
づ
け
て

い
た
事
情
を
、

こ
の
書
状
は
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
、

つ
た
え
て
い
た
。

次
の
漢
学
の
世
代
を
担
う
こ
と
に
な
る
年
若

い
田

能
村
竹
田
、

雲
華
上
人
た
ち
が
、

南
冥
に
た

い
し
て

抱

い
た
親
近
感
は
、

い
ま
だ
大
勢
を
し
め
る
状
況
で

は
な
か

っ
た
。

文
化
十
年
、

亀
門
の
学
統
を
秋
月
黒

田
藩
で
独
り
守
り

つ
づ
け
て
い
た
原
古
処
も
、

時
流

に
抗
し
き
れ
ず
、

儒
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
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こ
の
原
古
処
の
罷
免
は
、

秋
月
に
出
向
く
こ
と
を

唯

一
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
南
冥
に
は
、

ひ
ど
く
こ

た
え
た
事
件
で
あ

っ
た
。

そ
の
翌
年
の
三
月
、

亀
井

南
冥
は
焚
死
し
た
。

そ
の
焚
死
に
ふ
れ
て
、

広
瀬
淡

窓
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
感
想
し
て
い
る
。

南
冥
先
生
罪
ヲ
得
テ
蟄
居
シ
玉
イ
シ
ヨ
リ
、

此

工
至

ッ
テ
二
十
余
年
。

心
中
慣
題

二
堪

エ
ズ
、

終

二
狂
疾
ヲ
発
セ
ラ
レ
タ
リ
。

予
が
塾

二
在
リ

シ
時

マ
デ
ハ
、

唯
酒

二
敢
り
、

伴
狂
ノ
体

二
類

セ
ン
ガ
、

追
々
と
性
理
乖
錯

ス
ル
ニ
至

レ
リ
。

但
事

ニ
ヨ
リ
時

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、

常
人

ニ
カ
ワ
ラ

ザ
リ
シ
ナ
リ
。　

一
旦

ハ
籠
居
セ
ラ
レ
シ
カ
。

近

来

ハ
頗
ル
隠

ニ
シ
テ
起
居
モ
心

ニ
マ
カ
セ
オ
キ

タ
リ
。

先
生
ノ
隠
宅
、

本
宅
ノ
隣

エ
ア
リ
。

三

月
二
日
家
人
樵
ヲ
ツ
ク

ニ
ヨ
リ
テ
、

炭
火
多
カ

リ
シ
ヲ
、

先
生
嚢
炉
ノ
一異
工
入
レ
オ
キ
、

其
ノ

侍
婢
モ
暫
時
本
宅

二
行
キ
タ
リ
。

而
ル
ニ
人
ア

ツ
テ
日
ク
、

隠
宅

ヨ
リ
煙
多
ク
出
ズ
ル
ト
。

昭

陽
夫
妻
走
り
行
キ
テ
見
玉
イ
ン
ニ
、

満
室

二
火

起

レ
リ
。

昭
陽
煙
火
ヲ
犯
シ
テ
、

先
生
ノ
居
間

工
至
ラ
ン
シ
エ
、

更

二
人
ヲ
見
ズ
。

声
フ
ア
ゲ

テ
呼
ブ

ニ
、

答
フ
ル
者
ナ
シ
。

時

二

一
人
日
ク
、

老
先
生

ハ
先
刻
外

二
出
玉

エ
リ
ト
。

昭
陽
略
心

ヲ
安

ン
ジ
。

マ
ズ
人
ヲ
走
ラ
ン
メ
テ
、

其
居
処

ヲ
尋
ネ
、

其
ノ
身

ハ
火
ヲ
打
滅
サ
レ
タ
リ
。

夫

レ
ヨ
リ
増
壁
ノ
焼
倒

レ
タ
ル
ヲ
カ
カ
ゲ
シ
エ
、

増
下

二
先
生
ウ
ツ
ブ
シ
テ
臥
セ
ラ
レ
タ
リ
。

其

ノ
身

全
シ
テ
損
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
、

息
既

工
断

エ

タ
リ
。

火
ノ
オ

コ
リ
シ
所
以
、

知
リ
ガ
タ
シ
。

自
ラ
火
ヲ
放
タ
レ
シ
ヤ
、

自
然

エ
オ
コ
リ
シ
ヤ
。

自
ラ
火

二
投
ゼ
ラ
レ
シ
ヤ
、

将
夕
出
デ
ン
ト
シ

たヽ
　
が

た

テ
及
バ
ザ
リ
シ
ヤ
。

其
ノ
説
得
難
シ
。

其
ノ
宅

四
面
皆
空
地

ニ
シ
テ
、

火

ニ
ト
リ

コ
メ
ラ
ル
ベ

キ
様
ナ
シ
。

然

レ
バ
、

自
ラ
ナ
セ
ル
ニ
近
シ
。

亀
懐
旧
楼
筆
記
し

文
化
十

一
年

（
一
八

一
四
）
二
月
二
日
、

南
冥
焚
死

す
。

享
年
七
十
二
歳
の
生
涯
で
あ

っ
た
。

こ
の
と
き
、

日
能
村
竹
田
三
十
八
歳
、

す
で
に
官
途

を
離
れ
て
か
ら
、

三
年

の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。

竹
田
に
は
、

ま
え
ま
え
か
ら
宮
仕
え
の
覇
束
を
脱
し
、

自
由
人
と
し
て
思
う
ま
ま
に
風
流
の
道
に
生
き
た

い

と
い
う
考
え
が
あ

っ
た
が
、

竹
田
が
致
仕
に
お
よ
ぶ

直
接
の
原
因
に
は
、

文
化
八
年
の
十

一
月
、

岡
藩
に

お
こ
っ
た
百
姓

一
揆
が
か
か
わ

っ
て
い
た
。

百
姓

一
揆
は
、

同
藩
中
小
姓
番
頭
格
で
奉
行
兼
用

人
の
要
職
に
あ

っ
た
横
山
武
昭

一
派
の
苛
敏
詠
求
の

虐
政
に
た
ま
り
か
ね
た

こ
と
に
端
を
発
し
て
い
た
。

か
ね
が
ね
藩
政
に
た
い
し
て
革
新
的
な
意
見
を
抱

い

て
い
た
竹
田
は
、

こ
の
機
会
に
お
の
れ
の
政
治
的
抱

負
を
述

べ
た
建
言
書
を
、

そ
の
年

の
暮
れ
に

一
篇
、

つ
づ
い
て
翌
文
化
十
年
二
月
に
第
二
の
建
言
書
を
提

出
し
た
。

竹
田
は
百
姓

こ
そ
国

の
宝
と
考
え

る
立
場
か
ら
、

こ
の
度

の
騒
動
が
、

百
姓
を
仇
敵

の
ご
と
く
あ

つ
か

い
、

虐
政
を
ほ
し

い
ま
ま

に
し
た
奉
行
横
山
武
昭

の

政
治
む
き

に
原
因
が
あ

っ
た
と
指
弾
し
、

百
姓

一
揆

の
首
課
者
を
詮
議
し
て
死
罪
に
処
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ

っ
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、

以
後
政
治
む
き
の
悪

し
き
と
こ
ろ
を
改
め
、

百
姓
に
は
仁
愛
憐
懸
の
態
度

で
の
ぞ
む
が
第

一
で
あ
る
と
建
言
し
た
。

あ
わ
せ
て
、

か
ん
ざ
し

茶

の
湯
の
流
行
か
ら
、

奥
む
き
の
年
、

建
築
普
請
か

ら
衣
服
の
好
み
に
ま
で
及
ぶ
贅
沢
を
廃
し
て
、

倹
約

に
つ
と
め
る
具
体
案
を
展
開
し
た
。

第
二
の
建
言
書

で
は
、

藩
費
由
学
館
の
教
導
の
立
場
か
ら
、

学
館
が

無
用
の
長
物
と
な

っ
て
い
て
、

学
問
を
役
立
て
る
空

気
が
同
藩
に
は
な
く
、

そ
れ
が
仁
政
の
欠
如
に
な

っ

て
、

百
姓

一
揆
が
発
生
し
た
と
説
き
お
よ
ん
だ
。

要
す
る
に
、

竹
田
は
藩
主
に
た

い
し
て
節
倹
愛
民

の
徳
を
説
き
、

学
政
の
弛
緩
に
よ
る
士
人
の
額
廃
を

つ
き
、　

一
身

の
危
険
を
も
顧
み
ず
、

面
を
犯
し
て
、

謙
言
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
結
果
は
、

た
し
か
に
横
山

一
派
は
お
と
が
め

を
受
け
、

家
禄
を
召
上
げ
ら
れ
た
が
、　

一
揆
の
首
課

者
も
そ
れ
ぞ
れ
に
処
刑
さ
れ
た
。
し
か
も
藩
政
改
革

の
建
言
が
実
行
に
移
さ
れ
る
気
配
は
い
っ
こ
う
に
な

か

っ
た
。
―

，
―
，竹
田
は
、

こ
の
同
藩
の
旧
態
依
然
た
る

実
状
を
み
て
、

隠
退
の
志
を
決
し
た
の
で
あ
る
。

眉

疾
静
養
に
つ
と
め
る
と

い
う
の
が
、

そ
の
理
由
で
あ

っ
た
。

『田
能
村
竹
田
全
集
』
に
の
せ
る
竹
田
印
譜
を
み
る

と
、

「僕
本
恨
人
」

霊
小用
人
憲
」
の
刻
印
が
あ
る
が
、

藩
政
改
革
の
志
を
遂
げ
る
こ
と
な
く
挫
折
し
た
の
ち
、

風
流
の
道

一
筋
に
生
き
た
竹
田
が
内
に
秘
め
た
無
念

の
思

い
が
、

そ
こ
に
刻
ま
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
、

五
十
八
歳
の
竹
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回
は
、

そ
の
歳
の
九
月
、

大
阪
に
大
塩
平
八
郎
を
訪

ね
、

二
人
し
て
口
角
沫
を
飛
ば
し
て
激
発
の
議
論
を

吐

い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
詩
画
風
流
の
こ
と
で
は
な

く
、

天
下
の
政
治
む
き
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
の
ち
、

乱
を
お
こ
す

大
塩
平
八
郎
の
時
世

へ
の
憤
り
に
、

竹
田
は
共
感
し
、

と
も
に
議
論
激
発
し
て
、

快
意
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ

うヽ／。

斑
暴
購
石

先
生
御
無
事
の
よ
し
、

目
出
度
存
じ
候
。

我
等
が
儀

は
今
年
の
寒
中
は
誠
に
越
え
か
ね
候
。

付
て
は
宿
の

事
や
、

小
供

の
学
業
、

気
に
な
り
候
え
ど
も
、

是
れ

と
て
も
思
う
よ
う
な
し
。

〈世
の
中
は
な
る
よ
う
に
こ

そ
な
ら
ぬ
も
の
、

死
で
の
跡
は
人
ま
か
せ
な
り
。

〉
か

く
の
如
く
安
心
致
し
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
竹
田
が

気
に
か
け
て
い
る
小
供
の
学
業
と
は
、

竹
田
の
愛
息

如
仙

（太

一
）
の
こ
と
で
あ
る
。

広
瀬
淡
窓
の

『懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
と
、

文
政

八
年

（
一
八
二
五
）
の
二
月
の
条
り
に
、

「回
能
村
行

蔵
来
り
訪

エ
リ
。

行
蔵

ハ
竹
田
先
生
卜
号
ス
。

画
ヲ

善
ク
ン
、

詩
文

二
長
ジ
、

当
今
第

一
風
流
宗
匠
ナ
リ
。

其
子
太

一
、

予
が
門

工
入
リ
タ
ル
故
、

数
度
予
ガ
家

二
往
来
セ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、

竹
田
が

我
が
子
如
仙
の
学
業
を
託
し
た
の
は
、

淡
窓
の
私
塾

「威
宜
園
」
で
あ

っ
た
。

淡
窓
の
日
田
は
竹
田
が
住
む

た
け
だ

竹
田
か
ら
、

九
重

の
山
を
は
さ
ん
で
、

お
な
じ
豊
後

の
内

に
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
も
、

広
瀬
淡

窓
を
と
お
し
て
で
は
あ
る
が
、

南
冥

の
亀
門
学

に
寄

せ
る
田
能
村
竹
田
の
熱

い
思

い
は
、

南
冥
と

の
初
対

面
以
来
、

変
わ
る
こ
と
な
く
持
続
し
て
い
た
と
、

私

は
み
た
い
。

文
政
八
年
と

い
え
ば
、

淡
窓
四
十
四
歳
、

竹
田
四

十
八
歳

の
と
き
で
あ

っ
た
。

竹
田
が
初
め
て
南
冥
を

訪
ね
て
か
ら
、

そ
の
間
、

す
で
に
二
十
年
ち
か
い
歳

月
が
な
が
れ
て
い
た
。

※
次
号
は
大
庭
卓
也
氏
の

「亀
井
南
冥
が
描
い
た
墨
竹
」
で
す
。

「南
冥
と
鎮
西
の
漢
詩
人

（五
ご

は
五
十
二
号
か
ら
再
び
続
さ

ま
す
。

僕
本

恨
人

刻
若
未
講

韓
山
石
　
操
花
銀

無
用

人
憲

弘
魔
峯
刀

さ
て
、

木
崎
好
尚
の

『大
風
流
田
能
村
竹
田
』
の

な
か
に
、

竹
田
が
雲
華
上
人
に
宛
た

一
通
の
書
状
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

差
し
出
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で

あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、

「日
々
寒
さ
に
な
り
申
し
候
。

▼
当
館
収
蔵
の

「長
垂
の
鉱

物
」
三
百
十

一
点
が
二
月

十
五
日
に
福
岡
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
長
垂
山
の

み
に
産
す
る
貴
重
な
鉱
物

を
始
め
、

す
で
に
江
戸
時

代
か
ら

「キ
ラ
ラ
」
と
呼

ば
れ
福
岡
城
の
城
壁
の

一

部
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た

長
垂
山
の
紫
雲
母
、

美
し

い
紅
色
、

藍
色
の
リ
シ
ア

電
気
石
、

ま
た
そ
れ
ら
の

色
が
溶
け
合

っ
た

「ウ
オ

ー
タ
ー
メ

ロ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
二
色
電
気
石
な
ど
八

十
二
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

ぜ
ひ
、

御
覧
下
さ
い
。

▼
「岡
部
六
弥
太

文
学
碑
」

除
幕
式
が
三
月
二
十
五
日

に
二
百
人
以
上
の
方
々
が

集
ま
り
、

当
館
庭
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

「日
に
舞
う
て

凱
歌
の
ご
と
し鷹

柱
」
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【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
滴
寺

個
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
０

ｍ
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

リ
ー
ス

い
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

の
Ｃ
Ｄ
Ｓ

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

日
清
医
療
食
品
い

福
岡
支
店

ｍ
福
岡
経
営

管
理
セ
ン
タ
ー

い
サ
ン
コ
ー

に
恵
光
会
　
原
病
院

佃
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

和
白
支
店

の
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

千
代
町
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

香
椎
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

土
井
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

ｍ
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

新
宮
支
店

い
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

箱
崎
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

久
山
支
店

０
サ
ン
ネ
ツ
ト

ｍ
福
砂
屋

（敬
称
略
　
順
不
同
）

一口
笠
松
会
有
吉
病
院

一０
ウ
エ
ダ
建
築
社

一九
州
防
災
工
業
の

，０
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

一　
　
サ
ー
ビ
ス

”０
豊
友
設
備

！総
合
産
業
０

一の
エ
ツ
コ
ク

と
ト
ラ
ス
ト

一仰
メ
イ
デ
ン

一ダ
イ
ア
ド
ｍ

一い
ホ
ス
ピ
カ

一ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

一に
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ
ビ
リ

，　
　
テ
ー
シ
ヨ
ン
病
院

一口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

十伽
ニ
チ
回
九
州
支
社

一宗
教
法
人
善
隣
教

一い
リ
コ
ー
商
会

ｉｍ
橋
本
組

一下
山
工
業
ｍ

ｉ学
校
法
人
原
学
国

一愉
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
実
館

一大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

，社
会
福
祉
法
人

，　
　
福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

一大
成
印
刷
ｍ

ｉｍ
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

！能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

一い
岩
室
商
会

一特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一　
　
な
ご
み
の
里

一
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ｍ

一い
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

一０
ト
ー
タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

一　
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

！社
福
多
々
良
福
祉
会

【協
賛
会
会
員
】

松
本

盛
二
③

南

誠
次
郎
⑥

中
山

重
夫
①

盲

　

直
登
③

早
船

正
夫
⑥

岡
部
六
弥
大
②

笠
井

徳
三
②

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
⑥

石
橋

観

一
②

木
原

敬
吉
③

原
田

団
雄
⑦

森
光

英
子
③

永
井

　

功
⑦

緒
方

益
男
②

山
本

　

構
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
③

石
野
智
恵
子
⑥

翠
川

文
子
②

多
々
羅
節
子
⑥

熊
谷

古家
三
⑥

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
②

片
桐

寛
子
②

西
村

俊
隆
⑥

明
石

散
人
⑦

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

首
〓

④

西
方

俊
司
⑤

亀
井

干
秋
④

土
生

借
子
①

藤
井

鉄
夫
②

添
島

律
子
③

永
野

　

由三
①

【友
の
会
会
員
】

伊
藤

　

茂
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

龍

一
⑩

星
野
万
里
子
⑥

吉
村

覇ヨ
江
⑥

安
松

勇

一
①

上
国

良

一
②

高
田

辻空

一◎

桑
野

次
男
⑥

藤
木

充
子
②

和
田

宏
子
○

行
成

部
子
②

片
岡

洋

一
⑥

石
川

文
之
③

都
筑

久
馬
②

横
山

智

一
③

古
賀

清
子
⑥

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
①

岡
本

金
蔵
②

三
宅

酌石
子
⑥

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
④

宮

　

徹
男
⑥

織
田
富
代
治
⑥

上
回

　

博
⑥

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
貫
④

原
田

種
美
⑤

石
橋

こ凋
助
①

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

主相
次
②

吉
冨
と
き
代
⑤

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
①

川
島

貞
雄
②

］序
　

洋
子
①

久
芳

正
隆
◎

半
田

耕
典
⑥

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
②

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
②

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
③

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
①

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
朗
②

増
田

義
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
◎

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
①

松
井

役
規
◎

衛
藤

博
史
⑥

伊
藤

泰
輔
⑥

西
村

蓬
頭
③

執
行

敏
彦
④

渡
退
千
代
子
②

後
藤

和
子
②

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑥

中
村
ひ
ろ
え
◎

古
賀

謹

二
②

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
◎

櫛
田

正
巳
◎

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
郎
②

金
子

柳
水
①

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
①

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

珀石
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
⑥

吉
瀬

白不
雄
⑥

古
賀

義
朗
○

西
山

正
昭
◎

市
丸
喜

一
郎
②

豊
島

嘉
穂
②

守
瀬

孝
二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
⑥

日
本

政
宏
⑥

大
塚

博
久
②

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

こ月
③

杉
浦

五
郎
②

中
野

口頭
子
①

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
①

住
本

　

希段
⑥

前
田
取
也
子
⑥

村
山

士
口
虜
⑥

住
本

直
之
⑥

間
所
ひ
さ
子
⑥

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
幸
③

井
上

帯日
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
確
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

工
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
⑥

原

　

祐

一
①

山
下

注月
久
②

杉
原

正
毅
◎

大
久
保

昇
②

党

　

隆
雄
◎

福
澤

臼ヨ
弘
②

小
嶋

幸
雄
③

福
本

孝
行
②

樋
回

陽

一
②

片
桐

道督

一②

木
下

　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
⑥

中
畑

孝
信
⑥

西
島

道
子
⑥

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

獄
村

　

魁
⑥

木
原

光
男
⑥

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
②

松
本
雄

一
郎
②

石
橋

善
弘
③

徳
重

　

認
①

岸
本

雄
二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
⑥

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

利
稔
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

折
口
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
②

藤
田
　
一
枝
⑥

松
尾

こ相
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
②

吉
安

蓉
子
⑥

村
上

　

牧
②

小
谷

修

一
②

阿
部

日日
弘
⑤

結
城

　

進
③

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
⑤

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
④

香
立
ス
ミ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
⑥

野
見
山

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
回

智
子
⑥

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
西
∩
）

井
上

陽

一
⑤

寿

美

電
気
⑤

矢
野

鈴
子
⑤

藤
崎

利
子
⑤

宮
崎

正
直
②

原
田

雄
平
⑤

山
本

　

勲
③

高
恨

　

一美
③

高
根

幸
子
③

柴
田

優
美
②

谷
回

澄
江
②

石
橋

順
子
④

西
原

正
俊
②

松
熊

友
彦
④

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
④

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
③

江
崎
小
二
郎
②

佐
藤

洋
子
①

稲
本ヽ
カ
フ
ル
②

的
野

　

）影
①

高
田
久
美
子
①

森
山

純
子
②

小
山

保
彦
①

小
山

勝
子
①

側
嶋
員
智
子
①

筑
紫

研
子
①

真
原

俊

一
①

小
山

官
日
夫
①

江
原

幸
雄
②

中
山

隆
史
②

小
川

道
博
②

瀬
野

雄
市
②

有
吉
キ
ヌ
子
①

蓑
原

　

聡
①

生
田

幸
久
①

森
田

英
子
①

西
山

紀
子
①

瀬
戸
美
都
子
②

池
松

幾
生
①

立
石

　

一示
①

性

あ
と
む
①

小
山
田
公
子
①

服
部
た
か
子
①

田
代

朝
子
①

御
寄
付
者
芳
名

岡
部
六
弥
大
文
学
碑
建
立
有
志

一
同

回
　
　
中
　
　
淑
　
　
子
　
　
様

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

※
新
規
の
御
加
入
（先
号
以
後
、

平
成
１９
年
３

月
２５
日
現
在
）
を
、

記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、何

卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
河裾
残

協
賛
会

⌒個
人
）年
間
１
万
円
⌒何
口
で
も
可
）

〃
　

⌒法
人
）年
間
３
万
円
⌒何
口
で
も
可
）

友
の
会
年
間
３
千
円
（何
口
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔軸舗跡岐碁訓融疑一施設整備等の〕

納
入
方
法
＝
郵
使
振
青
①
ｌ
７
３
０
‐９
‐６
①
９
７
①

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


